○○間税会青年部・女性部規約（例）
第1章　　総　　則

（名　称）

第1条　　本部会は、　　間税会青年部（女性部）と称する。

（事務局）

第2条　　本部会の事務局は、　　間税会事務局所在地に置く。

（構　成）

　・青年部

　第3条　　本部会は、　　間税会に所属する青年層会員、会員の後継者及び会員の事業等の従事者で、本部会の趣旨に賛同する者をもって構成する。

· 女性部

　第3条　　本部会は、　　間税会に所属する女性会員、会員の女性家族及び会員の事業等の女性従事者で、本部会の趣旨に賛同する者をもって構成する。

（目　的）

第4条 　本部会は、納税道義を高め、適正で自主的な申告納税体制の確立のために消費税をはじめ、広く税の知識を深め、建設的、かつ、公正な税に対する理解を持ち、併せて情報交換の場として、部員相互間の親睦を図ることを目的とする。

（事　業）

第５条　　本部会は、前条の目的達成のため、次の各事業を行う。

(1) 　税法、企業経営等の研修会、説明会の開催

(2) 　税法に対する意見要望の収集、具申

(3) 　部員相互間の親睦を図るための懇親会、見学会、同好会等の開催

(4) 　その他本部会の目的達成のために必要な事項

第２章　　役　　員

　(役　員)

　第６条　　本部会に次の役員を置く

　　　　　　　　　部 　 長　　１名

副 部 長　　○名以内

委　　員　　若干名（内会計　名及び監事　名）

(役員の選任)

第７条　　委員は、青年部会員（女性部会員）の互選により、総会において選出する。

　　　２　部長及び副部長は、委員の互選により選出する。

　　　３　会計及び監事は、委員のうちから部長が委嘱する。

(役員の職務)

第8条　　部長は本部会を代表し、会務を統括する。

　　　　２　副部長は、部長を補佐し、部長事故あるときは、部長の指名若しくは、副部長協議のうえ、その1名が部長を代行する。

　　　　３　委員は、本部会の運営を協議執行する。

　　　　４　監事は、経理に関する事項を監査する。

(顧問・相談役)

第9条　　本部会に、顧問及び相談役を置くことができる。

　　　　２　顧問及び相談役は、役員会の推せんによりこれを委嘱する。

(役員の任期)

第10条　　役員の任期は、　　間税会に準ずることとし、再任を妨げない。

　　　　２　役員に欠員が生じ必要と認めた場合は、役員の推せんにより補充することができるものとし、その任期は前任者の残余期間とする。　　

３　役員は、その任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、その職務を行なうものとする。

第3章　　会　　議

(会議の種類)

第11条　　会議は、総会及び役員会とする。

(会議の構成及び開催)

第12条　　総会は、青年部（女性部）の会員をもって構成し、原則として　　間税会の通常総会開催時に開催する。

　　　　２　役員会は、本部会の部長、副部長及び会計、監事担当の委員をもって構成し、部長が招集する。

　　　　３　会議の招集は、会日の20日前までに会議の目的たる事項、日時及び場所を記載した文書をもって、会議の構成員に通知しなければならない。ただし、緊急の場合には、便宜な方法によることを妨げない。

(会議の成立及び決議)

第13条　　会議は、構成員の過半数（委任状を含む。以下同じ。）により成立する。

　　　　２　会議の議事は、出席構成員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

第4章　　会　　計

(経　費)

第14条　　本部会の経費は、　　間税会からの助成金、その他の収入をもってこれに充てる。

　　　　２　事業開催に際し、参加者に負担を求める必要がある場合には、特別会費を徴収することができる。

(事業年度)

第15条　　本部会の事業年度は、　　　　間税会の事業年度に準ずる。

第5章　　そ の 他

(規約の変更)

第16条　　この規約は、総会において、構成員の議決権の3分の２以上の同意を得なければ変更することができない。

(その他)

第17条　　この規約に定めるもののほか、本部会の運営に必要な事項は、役員会で定める。

附　則

１　この規約は令和　年　月　日から実施する。

２　設立当初の事業年度は令和　年　月　日より令和　年　月　日までとする。　

３　本部会の当初の役員の任期は、第10条の規定にかかわらず、第1項の事業年度終了後招集される総会において選出される役員が就任するときまでとする。
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